
 

「 直交積層材（クロスラミナパネル） 新しい木質構造材料の提案 」 
－木質構造の印象を変える可能性を秘めた構造材料－ 
 
パネラー：島田治男 （島田治男建築設計事務所 所長） 
講  師：小松幸平 （京都大学生存圏研究所 生活圏構造機能分野 教授） 

日  時：平成 23年 3月 20日 ＰＭ２時～ 
場  所：リビングデザインセンターOZONE ３F特設会場 
 
クロスラミナパネルとは、材料性能が明確にされた製材を活用し、集成材を構成するラミ

ナ(挽き板)を直交するように積層接着した重厚なパネルです。厚み・幅・長さの製造自由度
が高いため、幅の異なるラミナであっても無駄なく活用できるメリットは大きく、プレキ

ャスト材と同様に施工合理化にも対応できます。床に使用することで、パネルの重厚さに

よる遮音性能を高めることになり、今後は壁柱としての構造体への活用も望まれます。 
 
 
欧州では既にクロスラミナパネルが実用化されており、９階建ての集合住宅(１階のみＲC
造)にも使われています。工場生産された重厚なクロスラミナパネルを用いてＲＣ壁式構造
のような外観を作り出しています。欧州各国で定められているエネルギー法等により、木

質構造の活用によるカーボン排出量削減への関心は近年高まっており、今後クロスラミナ

パネルを活用した建築への認識も高まると思われます。 
 
 
クロスラミナは欧州で開発されたものです。国内でも以前より各研究機関が本材料に関す

る実大実験等を行っておりましたが、まだ一般的な実用化には至っておりません。この度、

クロスラミナパネルの日本での活用に向けて、国土交通省 木造住宅・木造建築物等の整

備促進に関する普及事業の一環として、京都大学生存圏研究所 小松教授にご協力いただ

き、強度実験（曲げ強度、せん断強度）を実施し、引き続き寸法変形特性等の実験を行っ

ております。材料特性と合わせて、日本の地勢を考慮した施工方法に付いての検討を進め、

木質構造の印象を変える構造材料としての活用に向けて広く成果を発表したいと思います。 
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